
低カリウムプレミアムレタス 世界で初めて
量産化に成功した
ドクターベジタブル

ドクターベジタブルは、美味しさや栄養素を損なうことなく、
カリウム含有量だけを80％以上カット。

「食べられない」を「食べられる」に変え、笑顔の食卓づくりをお手伝いいたします。

甘くてシャキッとした
食感をお楽しみ下さい！

カリウム制限をしている方にとって、カ
リウムを多く含む生野菜や果物は食べる
ことを厳しく制限されています。しかし
このレタスは従来商品に比べてカリウム
含有量が80％以上カットされているの
で、水にさらしたり、にこぼすことなく使
うことができます。また、エグ味も少なく
て美味しいと評判です。

医療法人社団博仁会 宮地医院 
管理栄養士 樋川千子さん

こちらの店舗で
お買い求めいただけます。
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一般的なリーフレタス
※五訂増補日本食品標準成分表より

ドクターベジタブルレタス
※江東微生物研究所食品分析センター検査結果

54㎎

カリウム含有量比較
通常の

リーフレタスに比べて
カリウム含有量を

80％以上
カット！

低カリウムメロン
（近日市場投入予定）

低カリウムいちご
（研究開発中）

低カリウムトマト
（研究開発中）

お問い
合わせは

会津富士加工株式会社 ☎0242-23-1004
の詳しい情報は、http://drvegetable.jp ドクターベジタブル 検索

三越日本橋本店地下1階「室町 万弥」
三越恵比寿店地下2階「万弥」
京王百貨店新宿店地下1階「定松」
東武百貨店池袋店プラザ館地下2階「定松」
新宿髙島屋地下1階「サン・フレッシュ」
小田急百貨店新宿店地下2階「九州屋」
小田急百貨店町田店地下1階「九州屋」
二子玉川ライズ・ショッピングセンター地下1階「九州屋」
渋谷ヒカリエShinQs店地下3階「九州屋」
松坂屋上野店南館地下1階「九州屋」
横浜髙島屋地下2階「サン・フレッシュ」
小田急百貨店藤沢店地下1階「九州屋」

ラインナップも
続々開発中！！
随時お客様に
ご提供させて
いただきます。
ご期待ください！

カリウム
含有量
80％以上
OFF

安心
安全の

農薬不使用
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シャキ
シャキっと
鮮度
長持ち
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こ
の
た
び
、
第
８
回
総
会
で
新
し
く

会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
藤
田
で
す
。

東
腎
協
理
事
と
し
て
の
経
験
は
浅
く
、

こ
れ
か
ら
皆
様
方
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
な
が
ら
、
全
力
を
尽
く
し
て
頑
張

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

当
協
議
会
は
４０
年
余
の
歴
史
と
、
先

輩
諸
兄
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
尽
力
の
お
陰
で
、

社
会
的
知
名
度
も
確
立
し
、
組
織
と
し

て
の
完
成
度
も
相
当
高
い
状
況
下
で
、

今
直
ち
に
大
き
な
改
革
が
必
要
か
ど
う

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
少
子
高
齢
化

の
環
境
変
化
は
確
実
に
進
ん
で
お
り
ま

す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
皆
様
に
ご
相
談
を

し
な
が
ら
、
対
応
し
て
い
く
つ
も
り
で

す
。す

で
に
今
年
度
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

事
業
計
画
や
予
算
も
承
認
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
私
の
組

織
運
営
に
つ
い
て
の
心
構
え
と
、
個
別

の
課
題
に
つ
い
て
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
ず
第
一
は
「
現
場
主
義
」
で
あ
り

ま
す
。
組
織
に
問
題
が
発
生
す
る
時
は

先
ず
現
場
（
患
者
会
）
に
そ
の
兆
候
が

現
れ
ま
す
。
従
っ
て
私
は
、
現
場
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
、

現
場
の
ニ
ー
ズ
に
添
う
施
策
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
的
公

益
の
追
及
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
は
大

切
で
あ
り
ま
す
が
、
先
ず
私
達
の
活
動

の
原
点
は
、
相
互
扶
助
や
共
済
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

第
二
に
、
理
事
会
運
営
で
は
「
結
果

の
評
価
を
問
う
」
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

組
織
の
活
動
は
、
計
画
―
実
行
―
評
価

の
サ
イ
ク
ル
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、

当
協
議
会
で
は
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
や
や

弱
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
自
己

評
価
は
、
組
織
を
鍛
え
る
最
良
の
手
段

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
現
在
東
腎
協
が
抱
え
る
課
題

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
最
初
は「
事
務
局
機
能
の
強
化
」

で
あ
り
ま
す
。
先
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
も
、会
員
か
ら
は
東
腎
協
活
動
は「
企

画
が
マ
ン
ネ
リ
」「
物
足
ら
な
い
」
な

ど
の
指
摘
を
受
け
て
い
ま
す
。

企
画
力
や
実
行
力
の
向
上
に
は
事
務

局
機
能
の
強
化
が
欠
か
せ
ず
、
対
外
活

動
で
も
「
組
織
の
顔
」
と
し
て
重
要
で

す
。
対
策
と
し
て
事
務
プ
ロ
セ
ス
の
見

直
し
、
多
能
化
推
進
、
５
Ｓ
（
整
理
、

整
頓
な
ど
見
え
る
活
動
）
な
ど
の
効
率

化
と
共
に
、
費
用
対
効
果
も
充
分
に
踏

ま
え
増
員
も
検
討
い
た
し
ま
す
。

次
は
組
織
の
拡
大
（
会
員
増
強
）
で

す
が
、
永
年
の
原
因
分
析
や
行
動
計
画

策
定
に
も
拘
わ
ら
ず
目
立
っ
た
成
果
が

な
い
現
状
で
す
。

こ
の
課
題
の
解
決
に
は
、
過
去
指
摘

さ
れ
た
中
で
も
、
特
に
「
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
変
化
」
と
「
人
材
育
成
」
へ
の
対
応

が
不
徹
底
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。「
何

時
で
も
、何
処
で
も
、誰
で
も
透
析
を
」

の
時
代
か
ら
、
患
者
の
関
心
が
高
齢
化

に
伴
う「
長
期
透
析
の
合
併
症
」や「
生

き
が
い
の
追
及
」
に
変
わ
っ
た
現
在
で

患
者
会
の
活
動
を
重
視
し
、
透
析
環
境
の

変
化
に
立
ち
向
か
い
ま
し
ょ
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会
会
長　

藤
田 

吉
彦

は
、「
囲
い
込
み
」
型
、
つ
ま
り
、
既

存
の
患
者
会
を
重
視
し
、
周
辺
で
の
身

近
な
新
規
活
動
へ
と
変
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
「
人
材
育
成
」
も
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
い
く
ら
戦
略
、
企
画
が
立

派
で
も
、
そ
れ
を
最
後
ま
で
責
任
を
持

っ
て
や
り
と
げ
る
「
人
材
」
な
し
に
事

を
成
就
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今

ま
で
、
会
員
増
強
の
成
果
が
乏
し
か
っ

た
の
も
実
行
力
＝
人
材
の
不
足
が
原
因

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
「
人

材
育
成
」
を
丁
寧
に
き
ち
ん
と
や
る
こ

と
が
、
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
結
局
は

組
織
拡
大
へ
の
近
道
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
久
々
に
５
名
の
新
任
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
先
に
申
し
ま
し
た
通
り
、
い
か
な

る
場
合
に
も
最
後
は
「
人
材
」
が
決
め

手
で
あ
り
ま
す
の
で
、
追
い
風
の
中
で

の
ス
タ
ー
ト
に
な
る
と
大
変
心
強
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
患
者
会
の
活
性
化
や
人
材

発
掘
に
は
、
い
ず
れ
も
会
員
の
皆
様
の

お
力
が
頼
り
で
す
。
今
後
、
財
政
悪
化

や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
医
療
行
政
の
変
化
等
、
い

ろ
い
ろ
な
試
練
が
待
ち
受
け
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
東
腎
協
の
さ
ら
な
る
発

展
の
た
め
、
是
非
と
も
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
会
長
挨
拶
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勝
沼
や

　馬
子
も
ぶ
ど
う
を

　食
い
な
が
ら

　

�
松
尾
芭
蕉

江
戸
時
代
よ
り
す
で
に
ぶ
ど
う
栽
培

が
始
ま
っ
て
い
た
。
参
勤
交
代
や
旅
人

の
宿
町
と
し
て
賑
わ
っ
た
。
甲
州
盆
地

の
見
下
ろ
せ
る
、
風
光
明
媚
の
町
。
そ

の
勝
沼
の
、
ぶ
ど
う
農
家
の
男
７
人
、

女
１
人
、
計
８
人
兄
弟
の
末
っ
子
と
し

て
生
ま
れ
る
。

順
調
に
山
梨
の
地
で
少
年
時
代
を
過

ご
し
、
最
終
学
歴
の
無
線
工
学
を
東
京

に
て
修
得
し
、
電
気
商
社

の
技
術
部
門
に
入
社
、
７

年
後
に
結
婚
を
期
に
独
立

し
、
電
気
店
を
経
営
す
る
。

そ
の
後
、
３
人
娘
を
育
て

上
げ
、
健
康
そ
の
も
の
で

順
調
に
人
生
を
謳
歌
す
る

が
、
平
成
３
年
頃
、
町
医

者
に
て
治
療
、
そ
の
後
慈

恵
医
大
第
三
病
院
を
紹
介

さ
れ
、高
血
圧
治
療
を
開

始
す
る
。
し
か
し
、
５
年

間
の
薬
治
療
の
か
い
も
な
く
、
平
成
８

年
腎
不
全
に
て
透
析
生
活
に
入
る
。

透
析
導
入
と
同
時
に
食
事
療
法
、
健

康
維
持
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
透
析
を

し
な
が
ら
健
康
で
長
生
き
し
、
他
人
の

手
を
借
り
ず
に
、
介
護
、
支
援
を
受
け

ず
に
、
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
模
索

中
。
特
に
、
食
事
療
法
と
充
実
し
た
運

動
能
力
を
身
に
着
け
る
よ
う
に
と
、
１

日
一
万
歩
を
目
標
に
歩
行
と
ス
ポ
ー
ツ

に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

日
頃
、
常
に
会
員
増
強
の
思
い
が
あ

り
、
未
加
入
患
者
の
方
々
と
の
会
話
、

話
し
合
い
で
の
勧
誘
の
限
度
を
知
り
、

何
か
冊
子
が
で
き
な
い
か
と
思
い
、
東

腎
協
の
「
患
者
会
入
会
の
お
す
す
め
」

を
冊
子
化
し
、
独
自
の
「
入
会
の
し
お

り
」
を
作
っ
て
、
先
輩
方
が
築
き
あ
げ

た
実
績
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

「
入
会
の
し
お
り
」

◎
も
し
保
険
適
用
が
な
け
れ
ば
、
月
々

４０
万
円
、
年
間
４
８
０
万
円
支
払
い
で

き
ま
す
か
？　

こ
の
金
額
は
、
透
析
患

者
の
一
人
あ
た
り
の
平
均
医
療
費
で
す
。

◎
な
ぜ
自
己
負
担
が
ほ
と
ん
ど
な
い

の
？　

透
析
医
療
費
は
１
９
７
１
年
健

康
保
険
適
用
決
定
、
こ
れ
も
腎
友
会
の

成
果
で
す
。

◎
１
９
７
１
年
腎
友
会
の
立
ち
上
げ
で
、

自
ら
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
運

動
を
開
始
。
厚
生
省
や
国
会
に
出
向
き
、

交
渉
を
続
け
た
。
透
析
患
者
が
身
体
障

害
者
に
認
定
、
厚
生
医
療
の
適
用
と
な

る
。
こ
れ
も
腎
友
会
の
実
績
で
す

◎
現
在
透
析
治
療
を
受
け
て
い
る
ほ
と

ん
ど
の
人
は
、
過
去
に
あ
っ
た
よ
う
な

悲
惨
な
経
験
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
最
初

か
ら
手
に
し
て
い
る
も
の
は
、
当
た
り

前
と
感
じ
て
、
そ
の
有
難
さ
が
わ
か
ら

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ

の
制
度
も
黙
っ
て
い
て
は
、
守
っ
て
い

け
ま
せ
ん
。

今
後
、
厚
生
医
療
の
見
直
し
が
検
討

さ
れ
、
患
者
の
自
己
負
担
増
の
動
き
が

少
し
ず
つ
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
個
人
の

抵
抗
で
は
、
と
て
も
太
刀
打
ち
で
き
ま

せ
ん
。
患
者
一
人
一
人
の
再
認
識
と
、

団
結
力
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

独
自
に
作
っ
た「
入
会
の
し
お
り
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
理
事
会　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー　

市
川 

 

徹

（
調
布
病
院
腎
友
会
）
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【
書
面
評
決
権
の
内
訳
】

第
１
号
議
案

賛
成
３１
人　

反
対
０
人

第
２
号
議
案

賛
成
３１
人　

反
対
０
人

第
３
号
議
案

賛
成
３１
人　

反
対
０
人

よ
っ
て
、
本
日
は
正
会
員
数
及
び
議

決
権
総
数
の
い
ず
れ
も
過
半
数
は
出
席

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
定
款
２７
条
の
規

定
に
基
づ
き
本
総
会
は
成
立
し
て
い
る

こ
と
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

＊
定
款
第
２７
条
参
照

総
会
は
正
会
員
総
数
の
２
分
の
１
以

上
の
出
席
が
無
け
れ
ば
開
会
す
る
こ
と

が
出
来
な
い
。

○
総
会
参
加
者
内
訳
／
会
員
１
２
２

名
、
理
事
他
２９
名
、
来
賓
１
名
、
講
師

２
名
、
合
計
１
５
４
名

○
参
加
役
員
内
訳
／
理
事
（
木
下
、

小
野
、
戸
倉
、
須
賀
、
小
関
、
岸
里
、

軽
部
、
梅
原
、
榊
原
、
古
木
、
吉
田
、

吉
澤
、
中
村
、
糸
、
金
井
、
山
口
、
藤

田
、
斉
藤
、
板
橋
、
飯
箸
、
石
井
、
石

田
）
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
（
市
川
、
坂
本
、

田
崎
、清
水
）
青
年
部
（
小
林
、大
串
）

第
８
回
総
会
は
、
定
刻
通
り
に
山
口

理
事
（
個
人
会
員
）
の
司
会
進
行
で
始

ま
り
ま
し
た
。

正
会
員
の
参
加
人
数
確
認
・
総
会
の
成
立
確
認

司
会　

当
法
人
の
正
会
員
数
は
、
事
業

年
度
末
現
在
１
１
５
名
で
議
決
権
総
数

は
１
１
５
名
。
本
日
出
席
の
正
会
員
数

は
５３
名
、
委
任
状
１
名
、
書
面
評
決
数

３１
名
、
合
計
８５
名
で
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

東
京
腎
臓
病
協
議
会
第
８
回
総
会
報
告

医
療
費
、医
療
助
成
制
度
を

堅
持
し
な
が
ら
、透
析
者
の

生
活
の
向
上
を
目
指
し
て

平
成
25
年
６
月
2４
日
、
外
山
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
大
研
修
室
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
東
京
腎
臓
病
協
議
会
第
８
回
総
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

定
款
第
27
条
を
遵
守
し
て
、
正
会
員
数
の
２
分
の
１
以
上
の
出
席
の
も
と
、
第

一
号
議
案
～
第
四
号
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
総
会
の
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

議長の梅原理事 司会の山口理事
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木
下
久
吉
会
長
挨
拶

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
の
東

京
腎
臓
病
協
議
会
第
８
回
総
会
に
あ
た

り
、
貴
重
な
お
時
間
を
割
い
て
ご
参
集

頂
き
ま
し
て
、
主
催
者
を
代
表
し
て
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

開
会
に
先
立
ち
ま
し
て
、
今
期
亡
く

な
ら
れ
た
会
員
の
方
々
に
黙
祷
を
捧
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。（
全
員
起
立
し
て

黙
祷
）

昨
年
度
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
ま

し
た
４０
周
年
記
念
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
会
員
、
医
療
関
係
者
、
施
設
関
係

者
、
関
係
各
位
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
得
ま
し
て
、
記
念
誌
「
４０
年
の
あ
ゆ

み
」「
実
態
調
査
報
告
書
」
を
発
行
し
、

１２
月
に
は
「
４０
周
年
祝
賀
会
」
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
成
功
は
今
後
の
東
腎
協
の
活
動

に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
と
思

い
ま
す
。
患
者
会
は
今
時
代
の
流
れ
の

中
に
身
を
置
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
で
、
正
会
員
、
会
員
、
役
員
の
皆
様

の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
お
願
い
し
、
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

司
会　

た
だ
今
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東

京
腎
臓
病
協
議
会
第
８
回
総
会
の
議
事

に
入
り
ま
す
。

議
長
選
出

司
会　

こ
こ
で
議
長
の
選
出
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
定
款
第
２６
条
に
「
総
会

の
議
長
は
、
そ
の
総
会
に
出
席
し
た
正

会
員
の
中
か
ら
選
出
す
る
」
と
あ
り
ま

す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
（
会
場

よ
り
一
任
の
声
）
そ
れ
で
は
、
正
会
員

で
理
事
の
梅
原
秀
孝
さ
ん
（
府
中
け
や

き
会
）
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
会
場
よ
り
拍
手
で
確
認
）

議
長
（
梅
原
）　

た
だ
今
、
司
会
者
か

ら
ご
指
名
を
頂
き
ま
し
た
「
府
中
け
や

開会に先立ち黙祷を捧げる役員・参加者の皆さん

開会の挨拶する木下会長
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き
会
」
の
梅
原
で
す
。
本
総
会
で
皆
様

方
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
理
解
に
よ
り

ま
し
て
、
す
べ
て
の
議
案
を
ス
ム
ー
ズ

に
承
認
・
可
決
さ
せ
て
頂
き
ま
す
こ
と

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
議
長
の

席
に
着
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
事
録
署
名
人
選
出

議
長　

議
事
に
入
る
前
に
、
定
款
３０
条

に
よ
り
本
総
会
の
議
事
の
結
果
を
記
録

し
、
確
認
さ
れ
る
方
を
二
名
選
任
し
ま

す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
（
会
場
よ

り
一
任
の
声
）。
そ
れ
で
は
、
議
事
録

署
名
人
を
木
下
会
長
と
古
木
直
之
理
事

（
鶴
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
）
に
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
会
場
よ
り

拍
手
）

議
長　

こ
れ
よ
り
審
議
に
入
り
ま
す
が
、

第
８
回
総
会
議
案
書
審
議
事
項
に
従
い

議
事
を
進
行
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
第
一

号
議
案
は
３
件
あ
り
ま
す
が
、
一
括
し

て
上
程
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
１
号
議
案　

平
成
２４
年
度
事
業
報
告�

�

（
議
案
集
Ｎ
ｏ
．１
９
６
、
４
～
８
ペ
ー
ジ
）

小
関
盛
通
事
務
局
長

平
成
２４
年
度
の
事
業
報
告
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
期
間
は
２
０
１
２
年

の
４
月
１
日
か
ら
２
０
１
３
年
の
３
月

３１
日
ま
で
で
す
。

東
腎
協
活
動
に
つ
い
て
で
す
が
、
毎

年
会
員
拡
大
を
最
重
要
項
目
に
掲
げ
て

活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
透
析
患
者
の

高
齢
化
に
伴
い
会
員
の
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
困
難
な
状
況
は
今
後
も
続

く
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
会
員
減
少
に
伴
い
会
費
収
入

の
落
ち
込
み
は
顕
著
で
あ
り
ま
す
が
、

賛
助
会
員
と
寄
付
金
が
当
初
の
予
定
を

大
幅
に
ク
リ
ア
で
き
た
こ
と
は
、
団
体

に
と
り
ま
し
て
大
き
な
成
果
と
な
り
ま

し
た
。
問
題
山
積
の
中
で
活
動
方
針
に

則
っ
て
今
期
も
取
り
組
み
ま
し
た
の
で

以
下
の
と
お
り
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

１
．
腎
臓
病
に
関
す
る
知
識
の

普
及
と
予
防
等
を
促
進
す
る

事
業

①
「
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」・
臓

器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
の
配
布

「
第
３２
回
全
国
臓
器
移
植
普
及
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
昨
年
も
１０
月
７
日

（
日
）
に
上
野
恩
賜
公
園
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

改
正
臓
器
移
植
法
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
か
ら
そ
の
説
明
書
を
入
れ
た
テ
ィ
ッ

シ
ュ
と
臓
器
移
植
提
供
意
思
カ
ー
ド
を

道
行
く
人
た
ち
に
手
渡
し
ま
し
た
。
会

員
中
心
に
５７
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

②
「
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い
」

を
開
催
し
、
広
く
一
般
市
民
に
腎
臓
病

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
啓
蒙
す
る
。

「
第
２４
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の

集
い
」
を
３
月
１７
日
に
都
庁
第
一
本
庁

舎
５
階
大
会
議
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
の
講
演
で
は
、「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢

性
腎
臓
病
）
ス
テ
ー
ジ
と
食
事
療
法
に

つ
い
て
」
の
講
演
を
、
東
京
慈
恵
会
医

科
大
学
附
属
病
院
・
管
理
栄
養
士
の
湯

浅
愛
先
生
、
第
二
部
の
講
演
で
は
、「
知

っ
て
下
さ
い
！
慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

～
早
期
発
見
か
ら
再
生
医
療
ま
で
～
」

の
講
演
を
、
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
附

属
病
院
・
腎
臓
高
血
圧
内
科
講
師
の
横

尾
隆
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

③
機
関
誌
「
東
腎
協
」
の
発
行

編
集
委
員
会
で
は
、
今
期
№
１
９
３

号
の
５
月
号
か
ら
№
１
９
５
号
の
１
月

号
ま
で
、
定
期
発
行
し
ま
し
た
。

特
集
に
つ
い
て
№
１
９
３
で
は
、「
閉

塞
性
動
脈
硬
化
症
に
つ
い
て
」、
東
京

医
科
歯
科
大
学
病
院
の
井
上
芳
徳
先
生

に
原
稿
を
お
願
い
し
て
掲
載
。
№
１
９

４
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
第
７
回
総
会

報
告
を
掲
載
。
№
１
９
５
で
は
、
２
０

１
３
年
度
都
庁
予
算
要
請
の
内
容
を
掲

載
。
ま
た
、
本
年
は
東
腎
協
設
立
４０
周

年
「
記
念
誌
」
の
発
行
に
取
り
組
ん
だ

た
め
、
１０
月
号
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
皆
さ
ん
の
知
り
た
い
情
報
や
、

透
析
関
連
記
事
の
最
新
情
報
を
提
供
し

て
、
よ
り
良
い
誌
面
作
り
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
賛
助
会
員
の
募
集

に
力
を
入
れ
賛
助
広
告
掲
載
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成2４年度事業報告・小関事務局長
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④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
管
理
を
行
い
、

活
動
内
容
を
紹
介
し
、
腎
臓
病
の
意
識

啓
発
を
図
る

昨
年
度
は
東
腎
協
結
成
４０
周
年
を
迎

え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
設
け
た
り
、
祝
賀
会

当
日
に
上
映
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
ま

し
た
。
ま
た
、
青
年
部
の
頁
を
新
た
に

設
け
ま
し
た
。

⑤
４０
周
年
記
念
事
業
委
員
会

４０
年
間
私
た
ち
の
運
動
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
多
く
の
関
係
者
へ
の
感
謝
の

意
を
こ
め
て
、
次
の
３
つ
の
事
業
を
行

な
い
ま
し
た
。

（
１
）
全
会
員
を
対
象
と
し
た
実
態
調

査
を
実
施
し
、「
報
告
書
」
を
発
行
し

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
概
要
を
機
関
誌

「
東
腎
協
」
の
５
月
号
に
掲
載
し
ま
し

た
。

（
２
）
４０
周
年
記
念
誌
「
あ
ゆ
み
」
を

発
行
し
ま
し
た
。

（
３
）
４０
周
年
記
念
祝
賀
会
を
１２
月
２

日
に
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
行
い
成

功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑥
広
く
一
般
市
民
に
腎
臓
病
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及
と
予
防
を
促
進
す

る
た
め
、
対
話
の
で
き
る
学
習
交
流
会

を
開
催
す
る
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
主
に
各
ブ
ロ

ッ
ク
活
動
、
交
流
会
対
象
と
し
た
活
動

に
よ
っ
て
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

病
院
訪
問
、
会
員
交
流
会
を
行
い
知
識

普
及
に
努
め
ま
し
た
。

〈
１
〉
各
ブ
ロ
ッ
ク
活
動

北
部
ブ
ロ
ッ
ク

「
正
会
員
交
流
会
」
を
、
昨
年
９
月

１６
日
「
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
正
会
員
昼
食
懇

親
会
」
と
題
し
、
池
袋
に
て
行
い
ま
し

た
。
２０
患
者
会
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
加
盟
の

う
ち
、
１５
患
者
会
か
ら
正
会
員
並
び
に

代
理
出
席
者
１７
名
が
参
加
、
昼
食
を
食

べ
な
が
ら
、
お
互
い
の
苦
労
を
労
い
、

率
直
な
議
論
や
情
報
交
換
を
行
い
、
和

や
か
な
中
に
も
真
剣
な
交
流
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

至
近
の
課
題
と
し
て
、
代
表
者
や
リ

ー
ダ
ー
の
超
高
齢
化
・
体
調
悪
化
等
に

よ
り
、
後
継
者
不
在
に
よ
る
解
散
や
休

会
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
患
者
会
へ
の

救
済
策
や
予
防
策
が
急
務
で
す
。

中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

「
昨
年
度
の
主
な
活
動
」

①
ブ
ロ
ッ
ク
会
議　

６
月
１７
日
（
出
席

者
１４
名
）

内
容　

ブ
ロ
ッ
ク
長
交
代
報
告

ブ
ロ
ッ
ク
内
連
絡
網
の
整
備

今
期
活
動
計
画
（
会
員
拡
大
、

意
見
交
換
な
ど
）

②
勉
強
会　

１２
月
１６
日（
出
席
者
５８
名
）

内
容
「
シ
ャ
ン
ト
を
長
持
ち
さ
せ
る
秘

訣
」

講
師　

飯
田
橋
橋
口
ク
リ
ニ
ッ
ク
春
口

洋
昭
先
生

③
患
者
会
新
規
加
盟

１０
月
１６
日　

白
水
会
須
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
高
野
事
務
局
長
）

１０
月
２１
日　

駒
沢
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者

会
（
会
長
・
古
田
博
重
）

１
月
１２
日　

東
京
ネ
ク
ス
ト
内
科　

陣

内
院
長

３
月
２２
日　

南
青
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
会
（
会
長
・
前
川
綱
一

内
覧
会
）

「
今
後
の
課
題
」

今
後
は
、
患
者
会
や
正
会
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
、
ブ

ロ
ッ
ク
活
動
の
活
性
化
と
会
員
拡
大
を

図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

今
期
は
、
特
に
未
組
織
施
設
を
中
心

に
中
村
理
事
、
池
田
正
会
員
（
東
京
綾

瀬
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
）
が
次
の
施

設
を
訪
問
し
ま
し
た
。

あ
だ
ち
入
谷
舎
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
博

慈
会
記
念
総
合
病
院
、
東
京
北
部
病
院
、

東
京
洪
誠
病
院
、
西
新
井
病
院
、
敬
仁

病
院
、
江
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
博
慈
会
腎

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
西
新
井
病
院
付
属
成
和

腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
武
井
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
西
新
井
大
師
西
腎
透
析
循
環
器
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
あ
だ
ち
共
生
病
院
、
苑
田

第
二
病
院
、
苑
田
第
三
病
院
、
寺
木
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
北
千
住
東
口
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

井
口
病
院
、
足
立
十
全
病
院
を
訪
問
し

て
未
組
織
施
設
に
東
腎
協
活
動
の
広
報

を
し
ま
し
た
。

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

「
会
員
の
減
少
に
つ
い
て
」
７
月
２９

日
（
日
）
立
川
ア
イ
ム
に
て
ブ
ロ
ッ
ク

正
会
員
会
議
を
持
ち
ま
し
た
。
参
加
者

総会参加の正会員の皆さん
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全
員
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
く
６

～
７
名
の
グ
ル
ー
プ
分
け
で
討
議
致
し

ま
し
た
。

活
動
が
見
え
づ
ら
い
と
の
ご
指
摘
か

ら
「
多
摩
便
り
」
を
１
月
に
発
刊
い
た

し
ま
し
た
。
内
容
は
ブ
ロ
ッ
ク
行
事
の

報
告
、
各
患
者
会
の
活
動
状
況
等
で
す
。

２
月
１０
日
（
日
）
立
川
ア
イ
ム
に
て

学
習
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

４０
周
年
実
態
調
査
で
１４
・
７
％
の
方

が
移
植
希
望
と
分
か
り
、
東
京
医
大
八

王
子
セ
ン
タ
ー
の
岩
本
医
師
と
池
田
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
腎
移
植
に
つ
い
て

ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
質
問
も
多
く
盛

会
で
し
た
。

〈
２
〉
会
員
拡
大
施
設
訪
問

会
員
拡
大
を
目
的
と
し
た
施
設
訪
問

を
月
２
、
３
回
の
ペ
ー
ス
で
各
理
事
が

分
担
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
活
動
し
て

お
り
ま
す
。

「
既
存
患
者
会
の
会
員
維
持
拡
大
、

患
者
会
未
組
織
施
設
へ
の
訪
問
」
を
柱

と
し
て
、
昨
年
度
も
施
設
訪
問
に
特
に

力
を
入
れ
き
ま
し
た
。
ま
た
既
存
の
患

者
会
に
つ
い
て
も
、
役
員
の
高
齢
化
が

進
み
後
継
者
が
見
つ
か
ら
な
い
等
、
東

腎
協
が
ど
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
の
か

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
で
各
患
者
会
の
体
制
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
把
握
す
る
こ

と
が
急
務
に
な
り
ま
す
。

〈
３
〉
青
年
部
活
動

【
２
０
１
２
年
度
活
動
】
５
／
２７
青
年

部
会
議　

部
長
に
宿
野
部
就
任
・
８
／

２５
～
２６　

全
腎
協
青
年
研
修
会
（
東
京

・
１
名
参
加
）・
９
／
２９
～
３０　

全
腎

協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
交
流
会
（
山
梨

・
２
名
参
加
）・
１１
／
１１
東
腎
協
青
年

部
主
催
「
透
析
者
の
恋
愛
・
結
婚
に
つ

い
て
」（
９
名
参
加
）・
３
／
１０
青
年
部

ブ
ロ
グ
開
始
。
他
随
時
会
議
開
催
。

【
２
０
１
３
年
度
取
り
組
み
】
主
な
取

り
組
み
と
し
て
、
東
京
で
８
／
１０
～
１１

全
腎
協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
交
流
会
を

開
催
予
定
。
開
催
地
で
あ
り
幹
事
と
し

て
、
企
画
準
備
中
。
８
／
２４
～
２５
全
腎

協
青
年
研
修
会
（
１
名
参
加
）。
そ
の

他
イ
ベ
ン
ト
・
会
議
等
開
催
予
定
。
随

時
青
年
部
部
員
募
集
中
で
す
。

〈
４
〉
地
域
腎
友
会
委
員
会

第
１５
回
地
域
腎
友
会
交
流
会
を
８
月

５
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
４１

名
で
し
た
。

第
一
部
で
は
発
足
順
に
江
東
区
、
江

戸
川
区
、
板
橋
区
、
町
田
市
、
葛
飾
区
、

墨
田
区
、
足
立
区
、
八
王
子
市
の
各
腎

友
会
か
ら
行
政
へ
の
要
望
事
項
等
の
活

動
報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
担
当
理
事
に
よ
る
地
域

腎
友
会
の
総
論
に
つ
い
て
講
話
の
後
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
意
見

と
し
て
、「
地
域
腎
友
会
は
東
腎
協
の

組
織
の
中
に
組
み
込
む
べ
き
」「
透
析

施
設
患
者
会
の
運
営
だ
け
で
も
大
変
」

「
区
の
福
祉
制
度
は
充
実
し
て
お
り
必

要
性
は
感
じ
な
い
」
等
、
様
々
で
し
た
。

今
後
も
地
域
腎
友
会
の
活
動
に
つ
い
て

共
通
し
た
認
識
を
持
っ
て
い
け
る
よ
う

努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

２
．
腎
臓
病
患
者
の
自
立
を
支

援
す
る
た
め
の
相
談
事
業

広
く
一
般
市
民
の
腎
臓
病
に
関
す
る

医
療
・
社
会
保
障
制
度
の
相
談
業
務
。

事
務
局
に
は
、
腎
臓
病
に
関
す
る
こ

と
は
勿
論
の
こ
と
、
臓
器
移
植
や
社
会

保
障
・
病
院
の
検
索
等
、
様
々
な
電
話

や
事
務
局
に
直
接
相
談
に
こ
ら
れ
る
方

が
い
て
、
日
々
対
応
し
て
い
ま
す
。

３
．
腎
臓
病
患
者
の
医
療
体
制

の
充
実
と
福
祉
の
向
上
を
図

る
事
業

①
「
都
庁
予
算
要
請
懇
談
会
」
都
庁
各

局
職
員
と
の
懇
談
会
。

昨
年
の
第
７
回
「
総
会
」
で
決
議
さ

れ
ま
し
た
、
東
京
都
議
会
へ
の
「
陳
情

書
」
を
初
め
て
提
出
す
る
事
と
な
り
、

理
事
会
で
審
議
の
上
、
昨
年
１０
月
に
提

出
し
ま
し
た
。

私
た
ち
透
析
患
者
や
障
害
者
全
体
の

大
き
な
課
題
で
あ
り
、
切
な
る
願
い
で

も
あ
る
、「
心
身
障
害
者
（
児
）
医
療

費
助
成
制
度
」「
心
身
障
害
者
福
祉
手

当
制
度
」
を
新
規
六
十
五
歳
以
降
で
、

低
所
得
の
人
も
対
象
と
す
る
施
策
を
要

望
す
る
「
陳
情
書
」
を
都
議
会
議
長
宛

に
提
出
し
ま
し
た
。昨
年
１１
月
２６
日「
都

議
会
定
例
会
厚
生
委
員
会
」
に
お
い
て
、

こ
の
「
陳
情
書
」
が
審
査
さ
れ
ま
し
た

が
残
念
な
こ
と
に
「
不
採
択
」
と
な
り

ま
し
た
。

総会参加の正会員の皆さん
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今
回
の
「
陳
情
書
」
提
出
を
一
つ
の

節
目
と
し
て
、
今
後
も
こ
の
大
き
な
課

題
に
署
名
活
動
な
ど
も
含
め
、
他
の
障

害
者
団
体
と
も
協
調
し
て
、
粘
り
強
く

取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

②
「
都
議
会
ヒ
ア
リ
ン
グ
」

都
議
会
議
員
と
の
懇
談

私
た
ち
の
「
要
望
項
目
」
の
実
現
に

は
、
都
議
会
各
党
の
理
解
と
承
認
が
必

須
で
す
。
都
議
会
各
党
と
重
点
項
目
に

絞
り
、
私
た
ち
の
実
情
と
願
い
を
訴
え

て
き
ま
し
た
。

４
．
関
連
す
る
他
団
体
と
の
協

同
事
業

「
国
会
請
願
」
全
腎
協
と
腎
疾
患
対
策

の
早
期
確
立
を
め
ざ
す

第
４２
次
国
会
請
願
は
３
月
２１
日
に
参

議
院
・
講
堂
に
全
国
の
県
の
代
表
が
集

結
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

署
名
数
は
全
腎
協
１
９
、４
４
５（
前

年
２
９
、
９
４
１
）
筆
で
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
は

１
８
、６
１
５
（
前
年
２
４
、７
０
９
）

筆
で
し
た
。
募
金
は
Ｊ
Ｐ
Ａ
と
あ
わ
せ

１
、
５
０
６
、
２
６
４
円
（
前
年
１
、

８
６
８
、
３
２
０
円
）
で
し
た
。

５
．（
社
）
全
腎
協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

東
難
連
に
協
力
及
び
協
力
金

を
出
し
、
不
特
定
多
数
の
一

般
市
民
に
腎
臓
病
に
つ
い
て

広
く
啓
蒙
活
動
を
行
う

①
（
社
）
全
腎
協

役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
会
長
に
は

今
井
政
敏
氏
（
熊
本
県
腎
協
副
会
長
）

が
、
副
会
長
に
は
水
本
承
夫
氏
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
富
山
県
腎
会
会
長
）」
と
小
野
誠
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
副
会
長
）
が
、
さ
ら

に
常
務
理
事
１
名
と
理
事
１６
名
の
方
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
社
団
法
人
全
腎
協
を
、
新
た

な
法
律
に
合
致
し
た
「
一
般
社
団
法
人

全
腎
協
」
へ
の
移
行
を
本
年
１１
／
３０
ま

で
に
完
了
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
は
諸
規
程
を
整
備
し
、
法
律
に

則
し
た
手
続
を
速
や
か
に
行
う
こ
と
が

必
要
で
す
。

会
員
数
が
減
少
す
る
中
、
今
後
全
腎

協
が
進
む
べ
き
方
向
の
策
定
が
必
要
で

す
。
新
執
行
部
が
今
後
ど
の
様
な
「
基

本
方
針
を
策
定
」
し
、
広
く
会
員
の
皆

様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
求
め
、
実
行

す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
す

今
年
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
」
が
我
々
透
析
患
者
に
ど
の
様
な
影

響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
、
ま

た
今
年
は
来
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
に

向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
透

析
に
か
か
わ
る
こ
と
が
ど
の
様
に
改
定

さ
れ
る
か
な
ど
、「
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し

・
活
動
す
る
」
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
東
難
連
（
難
病
１６
団
体
で
組
織
し
て

い
る
団
体
）

今
年
度
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
難
連
は
、
一

部
患
者
団
体
の
入
れ
替
わ
り
は
あ
り
ま

し
た
が
、
難
病
患
者
１６
団
体
で
東
京
都

よ
り
業
務
委
託
さ
れ
て
い
る
「
東
京
都

難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
」
運
営
を

主
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
度
都
庁
要
請
の
成
果
で
あ
り
ま

し
た
予
算
拡
充
も
あ
り
、
相
談
会
事
業

を
拡
大
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
平

成
２５
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
障
害
者

総
合
支
援
法
」
で
は
、
障
害
者
の
範
囲

に
難
病
等
の
方
々
も
加
わ
る
こ
と
と
な

り
、「
障
害
程
度
区
分
」
認
定
や
支
給

手
続
き
等
に
ま
だ
問
題
点
は
あ
る
も
の

の
難
病
患
者
の
方
々
に
は
朗
報
と
な
り

ま
し
た
。

③
東
京
・
無
年
金
障
害
者
を
な
く
す
会

特
に
活
動
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

会
費
の
み
納
め
て
お
り
ま
す
。

６
．
福
祉
移
送
相
談
・
推
進
事

業今
年
度
は
福
祉
移
送
に
つ
い
て
の
相

談
、
全
腎
協
へ
の
助
成
金
申
請
の
推
薦

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

７
．
腎
臓
病
患
者
の
食
事
療
法

に
資
す
る
事
業

Ｎ
Ｐ
Ｏ
米
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
協
力
し
、

小
学
校
社
会
科
の
授
業
の
一
環
で
あ
る

「
低
た
ん
ぱ
く
米
」
収
穫
ま
で
の
補
助

及
び
教
員
と
と
も
に
食
育
指
導
を
行
う
。

８
．
腎
臓
病
患
者
の
災
害
対
策

事
業

東
京
都
区
部
災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
透
析
患
者
災
害
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
賛

助
会
員
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
東
日
本
大
震
災
に
関
連
す

総会参加の正会員の皆さん
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る
話
題
と
し
て
、
７
月
の
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
交
流
会
で
、
震
度
６
強
の
地
震
と
津

波
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
茨
城
県
の
被

災
状
況
と
今
後
の
課
題
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、
１１
月
２９
日
に
は
東
京

都
区
部
災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
『
報
告
と
提
言
「
い
わ
き
市
の
透

析
患
者
集
団
避
難
に
学
ぶ
」
―
首
都
圏

大
災
害
へ
の
備
え
―
』
の
出
版
記
念
講

演
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

本
年
度
も
各
地
で
、
地
震
や
豪
雨
、

竜
巻
等
に
よ
る
家
屋
の
損
壊
に
よ
り
、

全
腎
協
の
災
害
見
舞
金
が
２
月
末
現
在

で
合
計
１
４
２
万
円
が
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
後
、
東
京
で
大
災
害
が
あ

っ
た
場
合
に
被
災
し
た
会
員
に
確
実
に

見
舞
金
が
支
給
で
き
る
よ
う
会
員
名
簿

の
作
成
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

９
．
そ
の
他
の
事
業

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
の
機
関
誌「
東
腎
協
」

の
誌
面
に
理
事
会
で
承
認
を
得
た
業
者

の
広
告
を
掲
載
す
る
事
業
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
ご
協
力
頂
い
た
広
告
主
様
は

次
の
各
社
で
す
。（
順
不
同
）

エ
ル
ピ
ス
（
株
）、ベ
ー
タ
食
品
（
株
）、

（
株
）
イ
ー
ホ
ー
プ
、（
株
）
サ
プ
リ

プ
ラ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
、（
株
）
は
く
ば
く
、

（
有
）
ゲ
ル
ソ
ン
商
会
、
ジ
ー
プ
ラ
ン

（
株
）、（
株
）
コ
ー
ワ
テ
ク
ノ
サ
ー
チ

平
成
２４
年
度
収
支
報
告�

�

（
議
案
集
№
１
９
６
、８
～
１３
ペ
ー
ジ
）

軽
部
和
之
会
計
担
当
理
事

皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
会
費

収
入
、
募
金
活
動
が
滞
り
な
く
ご
入
金

い
た
だ
き
、
会
の
運
営
が
で
き
ま
し
た
。

＊
詳
細
は
議
案
集
参
照
。

平
成
２４
年
度
会
計
監
査
報
告�

（
議
案
集
№
１
９
６
、
１４
ペ
ー
ジ
）

議
長　

た
だ
今
の
収
支
報
告
に
基
づ
き

ま
し
て
、
平
成
２４
年
度
の
監
査
報
告
を

森
監
事
、
篠
原
監
事
に
お
願
い
い
た
し

ま
し
た
が
、
本
日
欠
席
の
た
め
戸
倉
副

会
長
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

戸
倉
副
会
長　

本
日
森
監
事
、
篠
原
監

事
が
体
調
不
良
に
よ
り
出
席
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
監
査
報
告
書
を
代
読

い
た
し
ま
す
。

平
成
２４
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
２５
年

３
月
３１
日
ま
で
の
会
計
及
び
業
務
の
監

査
を
行
い
、
次
の
通
り
報
告
い
た
し
ま

す
。

１
．
監
査
の
方
法
の
概
要

（
１
）
会
計
監
査
に
つ
い
て
帳
簿
並
び

に
関
係
書
類
の
閲
覧
等
、
必
要
と
思
わ

れ
る
監
査
手
続
き
を
用
い
て
、
計
算
書

類
の
正
確
性
を
検
討
し
た
。

（
２
）
監
査
業
務
に
つ
い
て
月
次
の
報

告
書
を
確
認
し
、
ま
た
理
事
等
か
ら
業

務
の
報
告
を
徴
収
し
、
関
係
書
類
の
閲

覧
等
、
必
要
と
思
わ
れ
る
監
査
手
続
き

を
用
い
て
、
業
務
の
執
行
の
妥
当
性
を

検
討
し
た
。

２
．
監
査
の
意
見

（
１
）
収
支
計
算
書
、
正
味
財
産
増
減

計
算
書
、
貸
借
対
照
表
、
財
産
目
録
は

会
計
帳
簿
の
記
載
金
額
と
一
致
し
、
法

人
の
収
支
状
況
及
び
財
産
状
態
を
正
し

く
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
る
。

（
２
）
事
業
報
告
書
の
内
容
は
、
真
実

と
認
め
る
。

（
３
）
理
事
の
職
務
執
行
に
関
す
る
不

正
行
為
、
又
は
法
令
も
し
く
は
定
款
に

違
反
す
る
重
大
な
事
実
は
な
い
と
認
め

る
。以

上
、
代
読
い
た
し
ま
し
た
。

議
長　

以
上
で
第
１
号
議
案
の
報
告
が

終
了
し
ま
し
た
の
で
、
ご
質
問
、
ご
意

見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

議
長　

ご
質
問
等
が
な
い
よ
う
で
す
の

で
、拍
手
を
も
っ
て
ご
確
認
し
ま
す（
会

場
よ
り
拍
手
）。
第
１
号
議
案
は
承
認

可
決
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

第
２
号
議
案　

平
成
２５
年
度
事
業
計
画
（
案
）�

�

（
議
案
集
№
１
９
６
、
１５
～
１６
ペ
ー
ジ
）

議
長　

平
成
２５
年
度
事
業
計
画
（
案
）

を
、
藤
田
吉
彦
理
事
よ
り
報
告
願
い
ま

す
。

藤
田
理
事　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
第
１０
条
関
係
に

基
づ
い
て
報
告
し
ま
す
。

１
．
事
業
実
施
の
方
針
は
、
広
く
一
般

市
民
に
対
し
、
腎
臓
病
に
関
す
る
正
し

い
知
識
普
及
と
予
防
を
図
る
た
め
の
事

業
、
及
び
腎
臓
病
患
者
の
医
療
体
制
の

充
実
と
、
福
祉
向
上
を
図
る
た
め
の
政

策
提
言
の
事
業
を
行
い
、
も
っ
て
市
民

の
健
康
並
び
に
福
祉
向
上
に
寄
与
す
る

平成25年度事業計画（案）を報告する藤田理事
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こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２
．
事
業
の
実
施
に
関
す
る
事
項

（
１
）
腎
臓
病
に
関
す
る
知
識
の
普
及

と
、
予
防
を
促
進
す
る
事
業

Ａ
．「
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、
臓

器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
の
配
布

Ｂ
．「
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い
」

を
開
催
し
、
広
く
一
般
市
民
に
腎
臓
病

の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
啓
蒙
す
る

Ｃ
．
機
関
紙
「
東
腎
協
」
の
発
行

Ｄ
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
管
理
を
行

い
、
活
動
内
容
を
紹
介
し
、
腎
臓
病
の

意
識
啓
発
を
図
る

Ｅ
．
広
く
一
般
市
民
に
腎
臓
病
に
関
す

る
正
し
い
知
識
の
普
及
と
予
防
を
促
進

す
る
た
め
、
対
話
の
で
き
る
学
習
交
流

会
を
開
催
す
る

（
２
）
腎
臓
病
患
者
の
自
立
を
支
援
す

る
た
め
の
相
談
事
業　

広
く
一
般
市
民

の
腎
臓
病
に
関
す
る
医
療
・
社
会
保
障

制
度
の
相
談
業
務

（
３
）
腎
臓
病
患
者
の
医
療
体
制
の
充

実
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
事
業

Ａ
．「
都
庁
予
算
要
請
懇
談
会
」
都
庁

各
局
職
員
と
の
懇
談
会

Ｂ
．「
都
議
会
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
都
議
会

議
員
と
の
懇
談
会

（
４
）
関
連
す
る
他
団
体
と
の
共
同
事

業「
国
会
請
願
」
全
腎
協
と
腎
疾
患
対
策

の
早
期
確
立
を
め
ざ
す

（
５
）
関
連
す
る
団
体
と
の
共
同
事
業

全
腎
協
・
東
難
連
に
協
力
及
び
協
力
金

を
出
し
、
不
特
定
多
数
の
一
般
市
民
に

腎
臓
病
に
つ
い
て
広
く
啓
蒙
活
動
を
行

う（
６
）
福
祉
移
送
相
談
・
推
進
事
業

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
取
得
し
、
通
院
移
送
を
行
お

う
と
す
る
団
体
の
相
談
及
び
全
腎
協
助

成
金
申
請
の
推
薦

（
７
）
腎
臓
病
患
者
の
食
事
療
法
に
資

す
る
事
業

低
た
ん
ぱ
く
米
の
広
報
・
斡
旋
、
災
害

時
備
蓄
米
の
斡
旋

（
８
）
腎
臓
病
患
者
の
災
害
対
策
事
業

東
京
都
を
中
心
と
し
た
、
東
京
都
区
部

災
害
時
透
析
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
多
方

面
の
自
治
体
と
協
力
し
て
災
害
対
策
訓

練
実
施
に
参
加
す
る

（
９
）
広
告
掲
載
事
業

機
関
紙
広
告
掲
載

平
成
２５
年
度
事
業
会
計
予
算

（
案
）

議
長　

以
上
の
平
成
２５
年
度
の
事
業
計

画
（
案
）
に
基
づ
く
、
平
成
２５
年
度
事

業
会
計
予
算
（
案
）
を
軽
部
会
計
よ
り

報
告
願
い
ま
す
。

軽
部　

平
成
２５
年
度
事
業
会
計
予
算

（
案
）
を
報
告
し
ま
す
（
議
案
書
№
１

９
６
、
１７
～
２０
頁
）

（
軽
部
会
計
担
当
理
事
よ
り
報
告
が
あ

り
ま
し
た
）

議
長　

以
上
、
第
２
号
議
案
の
報
告
に

対
す
る
ご
質
問
、
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

正
会
員
か
ら
の
質
問

質
問　

古
田
正
会
員
（
駒
沢
腎
ク
リ
ニ

ッ
ク
腎
友
会
）

平
成
２５
年
度
予
算
案
で
、
会
費
収
入

を
前
年
度
よ
り
減
ら
し
て
い
ま
す
が
、

会
員
減
少
と
は
い
え
、
患
者
会
の
士
気

に
も
か
か
わ
る
の
で
、
前
年
度
並
み
の

予
算
を
組
ん
だ
ら
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

回
答　

藤
田
理
事

今
回
の
予
算
は
、
収
入
は
保
守
的
に

計
上
し
て
お
り
ま
す
が
、
支
出
は
諸
活

動
を
鑑
み
て
多
め
に
予
算
を
計
上
し
た

結
果
、
赤
字
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

努
力
目
標
と
し
て
、
昨
年
並
み
の
数
字

を
確
保
す
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
が
、

予
算
の
性
格
上
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

質
問　

古
田
正
会
員

患
者
会
と
し
て
は
会
費
の
集
金
に
一

番
苦
労
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の

予
算
だ
と
、
少
し
減
っ
て
も
い
い
の
か

な
？
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

回
答　

藤
田
理
事

多
く
の
患
者
会
は
運
営
に
努
力
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
し
か
し
、
会
員
さ
ん
の

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
後
継
者
が
不
足
し

て
、
ま
と
ま
っ
て
退
会
・
休
会
す
る
こ

と
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

既
存
の
患
者
さ
ん
と
の
連
携
を
強
め
な

が
ら
、
患
者
会
の
中
に
入
っ
て
、
退
会

者
を
減
ら
し
、
さ
ら
に
新
規
拡
大
を
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

質
問　

川
口
正
会
員
（
国
分
寺
こ
や
ま

腎
友
会
）

●特定非営利活動法人　東京腎臓病協議会第８回総会報告　

質問する古田正会員

質問する川口正会員
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第
３
号
議
案　

定
款
変
更
に
つ
い
て

岸
里
悟
事
務
局
次
長

理
事
の
定
数
変
更
に
つ
い
て
提
案
し

ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議

会
定
款
第
３
章
役
員
第
１３
条
１
項
「
理

事
の
定
足
数
は
３
人
以
上
に
つ
い
て
、

旧
体
制
で
は
理
事
は
２０
　

人
以
上
３５
　

人
以

内
」
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、「
理
事

を
１５
　

人
以
上
３５
　

人
以
内
」
に
条
文
を
変

え
て
定
款
を
変
更
し
た
い
。

変
更
の
理
由
は
、
理
事
の
定
足
数
割

れ
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

新
年
度
の
理
事
は
、
１９
名
で
す
。
理
事

は
病
気
を
持
ち
な
が
ら
、
知
識
、
経
験
、

体
力
を
要
す
る
過
酷
な
職
務
で
す
。
な

か
な
か
受
け
て
く
れ
る
方
が
い
な
い
の

が
実
情
で
す
。
こ
の
定
款
変
更
は
、
本

日
の
承
認
を
得
て
発
効
し
ま
す
。

議
長　

ご
質
問
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？
な

け
れ
ば
、
採
決
に
入
り
ま
す
。（
会
場

よ
り
拍
手
）

第
３
号
議
案
は
、
原
案
通
り
満
場
一

致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
が
全
腎
協
、
東
腎
協
と
の
繋
が

り
を
一
番
身
近
に
感
じ
る
の
は
機
関
誌

だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
の
機
関
誌
の

予
算
が
一
割
ぐ
ら
い
減
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

回
答　

小
野
副
会
長

経
費
節
減
と
し
て
、
発
送
費
の
削
減

や
会
員
減
少
に
よ
る
発
行
部
数
の
減
少

で
す
。
ペ
ー
ジ
数
の
減
少
や
取
材
内
容

の
変
更
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問　

高
山
正
会
員（
す
ず
ら
ん
の
会
）

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て
、
東
腎
協
の

考
え
方
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

回
答　

藤
田
理
事

高
齢
化
は
日
本
の
様
々
な
分
野
で
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
さ
ん
の
実
情
を

把
握
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
重
点
課
題
と

し
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

横
瀬
正
会
員（
府
中
け
や
き
会
）

患
者
自
身
の
透
析
に
対
す
る
認
識
が

甘
い
。
そ
こ
に
１
０
０
万
か
ら
の
予
算

は
多
い
の
で
は
な
い
か
。

回
答　

小
野
副
会
長

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
で
管
理
費
と
事
業
費
の
バ

ラ
ン
ス
が
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
事

業
計
画
書
の
予
算
は
そ
の
ま
ま
実
行
さ

れ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
患
者
の
認

識
と
し
て
「
お
任
せ
透
析
」
が
増
え
て

い
る
こ
と
は
事
実
で
す
。
い
ろ
い
ろ
宣

伝
学
習
資
料
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
浸
透
し
て
い
ま
せ
ん
。

質
問　

岩
崎
正
会
員
（
昭
和
会
患
者
会

西
新
宿
支
部
）

透
析
患
者
は
増
え
て
い
る
と
思
う
が
、

未
組
織
の
施
設
へ
の
対
策
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
？

回
答　

小
野
副
会
長

東
京
に
は
約
４
０
０
の
透
析
施
設
が

あ
り
ま
す
が
、
患
者
会
が
あ
る
の
は
１

１
０
く
ら
い
で
す
。
最
近
、
約
１
２
０

の
未
組
織
施
設
を
訪
問
し
た
り
、
手
紙

を
出
し
た
り
し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か

良
い
返
事
が
得
ら
れ
て
な
い
の
が
現
状

で
す
。
患
者
会
と
い
う
の
は
、
こ
れ
か

ら
の
医
療
改
革
に
お
い
て
、
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
患
者
会

活
動
を
も
っ
と
広
く
世
間
に
知
ら
せ
て
、

認
知
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

意
見　

桑
原
正
会
会
員
（
昭
島
腎
ク
リ

ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
会
）

会
員
減
少
と
か
い
か
に
活
動
す
る
か

は
、
正
会
員
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

当
患
者
会
で
は
、
理
事
会
ニ
ュ
ー
ス
や

理
事
会
報
告
を
全
会
員
に
回
覧
し
て
い

ま
す
。
患
者
会
の
活
性
化
を
通
じ
て
会

員
の
拡
大
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

議
長　

以
上
で
討
論
を
終
わ
り
、
採
決

に
入
り
ま
す
。（
会
場
よ
り
拍
手
）

第
２
号
議
案
は
、
原
案
通
り
満
場
一

致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

質問する高山正会員

質問する横瀬正会員

質問する岩崎正会員

発言する桑原正会員
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●特定非営利活動法人　東京腎臓病協議会第８回総会報告　

第
４
号
議
案　
２
０
１
３
年
度
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
執
行
部
（
案
）

平
成
２４
年
度
の
退
任
理
事
、
新
任
役

員
（
案
）、
新
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
報
告

を
吉
田
芳
子
理
事
が
行
っ
た
。

○
平
成
２４
年
度
・
退
任
役
員

石
田　

健
郎　

理
事

�

（
織
本
病
院
腎
友
会
）

麓　
　

卓
治　

理
事

�

（
優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
）

○
平
成
２５
年
度
・
新
任
役
員

会　

長
藤
田　

吉
彦
（
小
池
会
）

筆
頭
副
会
長

小
野　
　

誠
（
吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友

会
）

副
会
長

戸
倉　

振
一
（
森
山
友
の
会
）

須
賀　

春
美
（
虎
の
門
高
津
会
）

梅
原　

秀
孝
（
府
中
け
や
き
会
）

事
務
局
長

岸
里　
　

悟
（
森
山
友
の
会
）

会
計軽

部　

和
之
（
立
川
相
互
病
院
透
析

室
希
望
会
）

理
事飯

箸
幸
太
郎
（
清
湘
会
記
念
病
院
腎

友
会
）

石
井　

虎
二
（
瑞
江
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

腎
友
会
）

板
橋　

俊
司
（
日
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎

友
会
）

糸　
　
　

修
（
す
な
が
わ
相
互
診
療

所
患
者
会
い
ず
み
）

金
井　

信
憲
（
新
江
東
橋
ク
リ
ニ
ッ

ク
腎
友
会
）

斉
藤　

和
巳�

（
八
王
子
東
町
ク
リ
ニ

ッ
ク
「
桑
の
実
会
」）

榊
原　

靖
夫
（
高
中
腎
友
会
）

宿
野
部
武
志
（
腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

世
田
谷
患
者
友
の
会
）

中
村　
　

博
（
新
葛
友
の
会
）

古
木　

直
之
（
鶴
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
友

の
会
）

吉
澤　

正
雄
（
新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク

友
の
会
・
船
堀
）

吉
田　

芳
子
（
南
大
沢
パ
レ
オ
腎
友

会
）

監
事小

関　

盛
通
（
柳
原
健
腎
会
）

山
口　
　

登
（
個
人
会
員
）

相
談
役

一
ノ
清　

明
（
虎
の
門
高
津
会
）

森　
　

義
昭
（
虎
の
門
高
津
会
）

木
下　

久
吉
（
あ
け
ぼ
の
友
の
会
）

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

市
川　
　

徹
（
調
布
病
院
腎
友
会
）

酒
井　
　

豊
（
菊
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク

腎
友
会
）

坂
本　

悦
男
（
東
海
病
院
ひ
ま
わ
り

会
）

田
崎　
　

勲
（
新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク

友
の
会
・
船
堀
）

清
水　

陽
介
（
す
な
が
わ
相
互
診
療

所
患
者
会
い
ず
み
）

議
長　

第
４
号
議
案
の
採
決
に
入
り
ま

す
。（
会
場
拍
手
）

第
４
号
議
案
は
、
原
案
通
り
満
場
一

致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
あ
い
さ
つ�

新
会
長　

藤
田　

吉
彦

選
出
さ
れ
ま
し
た
新
役
員
と
と
も
に
、

微
力
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
。
会
員
の
皆

様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

議
長　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
本
日
の

総
会
の
議
事
を
す
べ
て
終
了
い
た
し
ま

す
。
議
長
を
解
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

閉
会
の
あ
い
さ
つ�

副
会
長　

戸
倉　

振
一

本
日
は
、
大
変
貴
重
な
お
話
を
た
く

さ
ん
頂
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

私
た
ち
透
析
患
者
を
め
ぐ
る
情
勢
を

見
ま
す
と
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
診
療
報
酬
の
改

定
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
ま
し
て
、
持

続
可
能
な
社
会
保
障
を
ど
う
や
っ
て
い

く
の
か
と
い
う
議
論
が
、
各
方
面
で
活

発
に
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
透

析
患
者
が
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長
生

き
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
、
東
腎
協
、

全
腎
協
と
し
て
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
ま
す
。
本
日
は
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

司
会　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東

京
腎
臓
病
協
議
会
第
８
回
総
会
を
終
了

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

閉会のあいさつをする
戸倉副会長
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理　事

吉澤　正雄
（東部ブロック）

副会長
中南部ブロック長

須賀　春美
（中南部ブロック）

理　事
多摩ブロック長

吉田　芳子
（多摩ブロック）

理　事

飯箸　孝太郎
（東部ブロック）

理　事

古木　直之
（北部ブロック）

副会長
地域腎友会委員長
災害対策委員長

戸倉　振一
（東部ブロック）

理　事
北部ブロック長

榊原　靖夫
（北部ブロック）

理　事
青年部長

宿野辺　武志
（中南部ブロック）

理　事

中村　　博
（東部ブロック）

筆頭副会長
全腎協副会長

小野　　誠
（多摩ブロック）

会　計

軽部　和之
（多摩ブロック）

理　事
編集委員長

板橋　俊司
（多摩ブロック）

理　事

齊藤　和巳
（多摩ブロック）

会　長

藤田　吉彦
（中南部ブロック）

事務局長

岸里　　悟
（東部ブロック）

理　事
ホームページ委員長

糸　　　修
（多摩ブロック）

理　事

金井　信憲
（東部ブロック）

副会長

梅原　秀孝
（多摩ブロック）

理　事
東部ブロック長

石井　虎二
（東部ブロック）

２０１３年度

東腎協
執行部

（ 役　職
氏　名
ブロック）

２０１３年 ７ 月１０日現在
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江
戸
川
区
腎
友
さ
つ
き
会�

�

２１
回
総
会

６
月
２
日
（
日
）
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船

堀
４
０
１
会
議
室
に
て
４１
名
の
参
加
で

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２４
年
度
活
動
報
告
及
び
会
計
報

告
、
平
成
２５
年
度
活
動
方
針
案
及
び
会

計
予
算
案
、
役
員
候
補
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

休
憩
を
挟
ん
で
第
２
部
講
演
会
で
は
、

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た

「
江
戸
川
区
地
域
防
災
計
画
」
に
つ
い

て
、
江
戸
川
区
危
機
管
理
室
防
災
危
機

管
理
課
の
柿
澤
佳
昭
課
長
に
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
起
こ
り
得
る
で
あ
ろ
う
東
南

海
地
震
に
対
し
て
、
改
め
て
自
助
・
共

助
・
公
助
の
役
割
と
常
日
頃
の
備
え
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
再
認
識
し
ま

し
た
。

日
野
・
豊
田
腎
友
会�

�
合
同
学
習
会

７
月
７
日（
日
）、
日
野
市
新
町
交
流

セ
ン
タ
ー
で
、
１６
名
の
参
加
で
日
野
・

豊
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
合
同
学
習
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
習
会
に
先
立
ち

行
わ
れ
た
、
日
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

第
３
回
総
会
で
は
、
２
０
１
２
年
度
活

動
報
告
、
会
計
報
告
、
２
０
１
３
年
度

活
動
方
針
、
役
員
候
補
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

第
２
部
の
学
習
会
で
は
、「
日
野
市

地
域
腎
友
会
」
の
結
成
を
目
指
し
て
、

八
王
子
地
域
腎
友
会
の
池
谷
匠
会
長
、

岩
崎
正
宏
事
務
局
長
を
講
師
と
し
て
お

招
き
し
、「
八
王
子
地
域
腎
友
会
の
結

成
か
ら
今
日
ま
で
」
を
学
習
し
ま
し
た
。

地
域
腎
友
会
の
結
成
で
、
タ
ク
シ
ー

券
の
枚
数
増
や
社
協
か
ら
の
助
成
金
給

付
、
地
域
の
諸
行
事
に
積
極
的
に
参
加

し
、
患
者
会
へ
の
認
知
が
深
ま
っ
た
こ

と
な
ど
、
日
野
市
地
域
腎
友
会
結
成
へ

向
け
て
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

「
透
析
導
入
患
者
を
減
ら
す

た
め
、
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ

Ｄ
）
対
策
の
強
化
を
求
め
る
」

陳
情
を
、
板
橋
腎
友
さ
く
ら

会
、
板
橋
区
難
病
団
体
連
絡

会
が
共
同
提
出

平
成
２４
年
９
月
１４
日
、
板
橋
腎
友
さ

く
ら
会
（
菊
池
貞
夫
会
長
）、
板
橋
区

難
病
団
体
連
絡
会
（
糸
賀
久
夫
会
長
）

が
、
板
橋
区
議
会
石
井
勉
議
長
に
「
透

析
導
入
患
者
を
減
ら
す
た
め
、
慢
性
腎

臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
対
策
の
強
化
を
求
め

る
」
陳
情
書
を
共
同
提
出
し
ま
し
た
。

陳
情
趣
旨
は
、

①
日
本
腎
臓
学
会
の
「
糸
球
体
ろ
過
能

力
早
見
表
」と「
健
診
結
果
チ
ャ
ー
ト
」

を
使
い
、
腎
機
能
低
下
の
危
険
度
が
チ

ェ
ッ
ク
で
き
る
方
法
で
、
新
た
な
透
析

導
入
患
者
を
減
ら
す
こ
と
に
成
功
し
た

「
尼
崎
方
式
」
を
参
考
に
、
特
定
健
康

診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
シ
ス
テ
ム
の

中
に
、
個
人
に
合
わ
せ
た
個
別
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、慢
性
腎
臓
病（
Ｃ

Ｋ
Ｄ
）
対
策
を
板
橋
区
で
も
取
り
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

②
板
橋
区
医
師
会
や
腎
臓
専
門
医
、
保

健
団
体
、
栄
養
士
会
な
ど
と
協
力
し
て
、

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
対
策
推
進
会

議
（
仮
称
）
を
発
足
さ
せ
、
総
合
的
な

対
策
事
業
を
強
力
に
推
し
進
め
て
く
だ

さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
板
橋
腎
友
さ
く
ら
会
は
、
結

成
以
来
、
透
析
で
苦
し
む
の
は
我
々
で

た
く
さ
ん
だ
と
言
う
思
い
の
も
と
に
、

腎
臓
病
の
正
し
い
知
識
の
普
及
活
動
を

続
け
て
来
ま
し
た
。
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ

Ｋ
Ｄ
）
対
策
は
、
透
析
の
高
額
医
療
費

を
削
減
す
る
最
も
早
い
近
道
で
す
。
透

析
患
者
が
増
え
続
け
れ
ば
、
保
健
財
政

を
圧
迫
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、

透
析
患
者
の
負
担
が
強
ま
る
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。
苦
し
い
透
析
を
体
験
し
た
我

々
透
析
患
者
の
使
命
と
そ
の
意
義
を
痛

感
し
て
、
陳
情
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

江戸川区腎友さつき会21回総会

日野・豊田クリニック腎友会合同学習会
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Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
に
注
力
を

個
人
会
員　
　

能　

一
彦

全
腎
協
よ
り
「
２
０
１
１
年
度
血
液

透
析
患
者
の
実
態
調
査
報
告
書
」
が
発

表
さ
れ
た
の
で
、
さ
っ
そ
く
入
手
し
熟

読
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
の
緻
密
で
正

確
な
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
で
、
特
に
気
づ

い
た
点
を
述
べ
ま
す
。

（
１
）
腎
臓
が
悪
い
こ
と
が
分
か
っ
て

か
ら
透
析
に
至
る
ま
で
、
医
師
か
ら
の

指
示
を「
あ
ま
り
守
っ
て
い
な
か
っ
た
」

「
全
く
守
っ
て
い
な
か
っ
た
」「
医
師

か
ら
の
指
示
が
無
か
っ
た
」
と
の
ケ
ー

ス
が
４３
・
９
％
も
あ
り
、
驚
き
ま
し
た
。

（
２
）
腎
臓
が
悪
い
と
分
か
っ
て
か
ら

治
療
を
継
続
し
た
人
は
７７
・
２
％
で
、

途
中
で
中
断
さ
れ
た
人
は
９
・
２
％
と

の
こ
と
で
あ
る
。

（
３
）
腎
臓
が
悪
い
こ
と
が
分
か
っ
て

か
ら
、
透
析
に
至
る
期
間
が
１
年
に
満

た
な
い
方
は
２２
・
５
％
で
あ
っ
た
。一
方
、

１０
年
以
上
透
析
を
し
な
い
で
過
ご
せ
た

方
は
２４
・
５
％
で
あ
っ
た
。
１０
年
以
上

透
析
を
せ
ず
に
過
ご
せ
た
の
は
、
治
療

が
適
切
で
あ
っ
た
の
か
、
本
人
の
体
質

に
よ
る
も
の
か
私
に
は
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
保
存
期
で
は
、
適
切
な

治
療
を
し
な
か
っ
た
な
ど
の
ケ
ー
ス
が

多
く
、
透
析
に
入
る
期
間
も
マ
チ
マ
チ

で
あ
り
、
保
存
期
の
治
療
が
う
ま
く
行

わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
が
現
状

で
あ
ろ
う
。

ま
た
腎
臓
病
患
者
の
闘
病
記
も
種
々

拝
見
し
た
が
、
透
析
に
入
っ
て
か
ら
の

闘
病
は
良
く
わ
か
っ
た
が
、
保
存
期
に

関
し
て
は
、
よ
く
書
か
れ
て
い
る
も
の

は
あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
。
東
腎
協
や

東
京
都
で
は
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
透
析
治

療
に
く
ら
べ
て
、
力
の
入
れ
方
が
違
う

と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
東
腎
協
は
年

に
数
回
、
腎
臓
病
に
関
し
て
啓
蒙
活
動

を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ

か
ら
は
も
っ
と
活
発
に
保
存
期
に
つ
い

て
の
活
動
を
お
願
い
し
た
い
。

東
京
都
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
は
予
算
が
ゼ

ロ
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
地
方
自
治

体
の
取
り
組
み
は
非
常
に
活
発
な
も
の

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
熊
本
市
で
は
活

発
に
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
活
動
を
さ
れ
て
お
ら

れ
る
こ
と
を
聞
い
た
の
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
た
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
熊
本
市
で
は
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
病
診
連

携
シ
ス
テ
ム
が
作
ら
れ
、
医
師
の
情
報

交
換
を
行
っ
た
り
、
タ
レ
ン
ト
に
Ｃ
Ｋ

Ｄ
広
報
大
使
を
依
頼
し
た
り
、
尿
検
査
、

血
液
検
査
、
血
圧
測
定
、
健
康
診
断
を

行
っ
て
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
啓
蒙
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
っ
て
い
る
。

私
が
特
に
感
心
し
た
こ
と
は
、
す
で

に
５
年
間
継
続
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
、

こ
の
た
め
、
透
析
に
入
る
人
が
確
実
に

減
少
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
熊

本
市
に
で
き
て
、
東
京
都
が
実
施
で
き

な
い
理
由
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
の

お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者

の
う
ち
、
透
析
に
入
る
予
備
軍
と
い
え

る
重
篤
な
患
者
、
す
な
わ
ち
ｅ
‐
Ｇ
Ｆ

Ｒ
が
ス
テ
ー
ジ
５
の
人
に
対
し
て
完
璧

な
治
療
、
腎
臓
病
お
よ
び
透
析
に
つ
い

て
の
啓
蒙
を
お
願
い
し
た
い
。

東
腎
協
の
事
務
局
に
「
も
う
１
か
月

く
ら
い
透
析
し
て
い
る
け
ど
、
い
つ
透

析
を
止
め
ら
れ
る
の
か
？
」
と
の
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
と
の
記
事
を
読
み
ま

し
た
が
、
透
析
に
対
す
る
啓
蒙
が
徹
底

し
て
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
な

く
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
ス
テ

ー
ジ
５
の
患
者
に
は
通
院
費
な
ど
の
若

干
の
補
助
金
を
考
え
て
下
さ
っ
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ス
テ

ー
ジ
５
に
留
ま
り
、
透
析
患
者
が
減
れ

ば
、
十
分
ペ
イ
す
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

私
は
腎
臓
が
悪
い
と
い
わ
れ
て
か
ら

９
年
に
な
り
ま
す
が
、
何
と
か
透
析
に

な
ら
ず
に
生
涯
を
終
わ
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
、
８４
歳
の
老
人
で
あ
り
ま
す
。

第
八
回
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会

川
柳
係　

井
上　

健
史

練
馬
区
の
優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
患
者

会
に
よ
る
第
八
回
目
の
川
柳
コ
ン
テ
ス

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
「
我

慢
」
と
い
う
、
あ
ま
り
楽
し
く
な
い
テ

ー
マ
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
五

十
九
句
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
員
の
投
票
の
結
果
、
優
秀
作
品

に
は
次
の
句
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
川
柳

で
は
一
位
か
ら
三
位
を
天
地
人
と
呼
び
、

五
客
、
秀
と
続
き
ま
す
。

天　

困
難
は
フ
ィ
ル
タ
ー
通
し
希
望
へ
と

�

名
取
ま
り
え
（
医
療
ス
タ
ッ
フ
）

地　

風
邪
を
ひ
き
家
族
気
遣
う
夜
の
咳

�

市
川
欣
子
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人　

健
診
で
好
物
す
べ
て
毒
に
さ
れ

�

深
水
千
代
子

五
客　

我
慢
す
る
解
決
法
は
太
ら
な
い

�

森
田
麻
衣
（
医
療
ス
タ
ッ
フ
）

五
客　

孫
の
た
め
好
き
な
た
ば
こ
を

　
　
　

我
慢
す
る�
金
子
博
光

五
客　

か
ゆ
み
ほ
ど
が
ま
ん
で
き
な

　
　
　

い
も
の
は
な
し�

倉
持
克
己

五
客　

ペ
ン
レ
ス
を
忘
れ
て
笑
顔
や
せ

 
 
 

我
慢�

清
水　

猛

五
客　

透
析
は
我
慢
に
我
慢
ほ
ら
我
慢

�

丸
林　

将

穿
刺
ミ
ス
我
慢
し
て
く
れ
あ
り
が
と
う

�

小
野
朝
子
（
医
療
ス
タ
ッ
フ
）

今
回
は
若
い
看
護
師
の
皆
さ
ん
が
好

成
績
を
収
め
ま
し
た
。
私
の
推
奨
句
も

期
せ
ず
し
て
看
護
師
さ
ん
の
句
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
達
患
者
は
穿
刺
さ
れ
る
側
で
す
が
、

穿
刺
す
る
側
っ
て
ど
ん
な
気
持
ち
だ
ろ

う
と
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
細
く

な
っ
た
と
は
い
え
透
析
の
針
は
太
い
で

す
。
人
間
に
太
い
針
を
刺
す
な
ん
て
怖

い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
刺
さ
れ
る
側

よ
り
怖
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
痛
い
！

と
言
わ
れ
る
と
申
し
訳
な
い
気
持
ち
に

な
る
で
し
ょ
う
。
痛
い
だ
け
な
ら
ま
だ

い
い
方
で
、
失
敗
し
て
刺
し
直
し
に
な

っ
た
り
、
同
じ
人
に
二
回
連
続
で
失
敗

し
た
ら
自
己
嫌
悪
に
陥
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
気
持
ち
を
察

し
、
ミ
ス
に
は
寛
大
な
患
者
で
あ
り
た

い
で
す
ね
。

短
歌三

和
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

矢
嶋　

孝
之

病
む
身
に
は
旅
す
る
事
も
ま
ま
な
ら
ず

�
想
い
は
遥
か
故
郷
の
山

リ
ハ
ビ
リ
に
少
し
歩
け
ば
汗
ば
み
て

�

頬
を
な
で
ゆ
く
風
少
し
あ
り

患
者
会
日
帰
り
旅
行
で�

海
ほ
た
る
・
木
更
津
を�

散
策南

大
沢
パ
オ
レ
腎
友
会

田
中　

久
典

梅
雨
に
入
っ
た
６
月
２
日
（
日
）
に

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
患
者
会
日
帰

り
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
中
型
バ
ス
に

２３
名
が
乗
り
込
み
、
曇
り
の
南
大
沢
を

８
時
に
出
発
し
ま
し
た
。

途
中
、薄
日
も
射
し
、い
よ
い
よ
「
海

ほ
た
る
」
へ
と
入
り
、
車
い
す
の
方
も

下
車
し
「
さ
ん
ぽ
」
の
時
間
と
な
り
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
展

望
室
へ
と
向
か
い
、
東

京
湾
、
千
葉
方
面
を
展

望
し
た
り
、
お
土
産
を

買
っ
た
り
、
コ
ー
ヒ
ー

ラ
ウ
ン
ジ
で
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

い
よ
い
よ
木
更
津
に

到
着
し
、
料
亭
へ
入
り

昼
食
と
な
り
ま
し
た
。

料
理
は
懐
石
で
、
中
で

も
お
造
り
・
鰆
香
草
焼

な
ど
で
、
終
わ
り
こ
ろ

に
は
季
節
の
釜
飯
が
出

来
上
が
り
、
て
ん
ぷ
ら

が
出
て
き
て
、
と
て
も

お
い
し
く
一
時
の
至
福

の
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。午

後
に
は
海
鮮
市
場

へ
回
り
ま
し
た
。
干
物

や
農
産
物
を
持
ち
き
れ

な
い
ほ
ど
買
っ
て
い
る

人
も
い
ま
し
た
。

帰
路
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や
談
笑
な
ど
で

有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し
、
無
事
に
南

大
沢
へ
と
戻
り
ま
し
た
。

南大沢パオレ腎友会の皆さん
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・
渡
辺
典
史



東腎協　No.198／2013年 7 月17

（３9）



東腎協　No.198／2013年 7 月 18

（４０）



東腎協　No.198／2013年 7 月19

（４１）



東腎協　No.198／2013年 7 月 20

（４２）



東腎協　No.198／2013年 7 月21

（４３）



東腎協　No.198／2013年 7 月 22

今
後
の
活
動
予
定

８
月
４
日
（
日
）

第
1６
回
地
域
腎
友
会
交
流
会
（
東
京
都

障
害
者
福
祉
会
館
Ｂ
１
・
２
）

８
月
８
日
（
木
）

２
０
１
４
年
度
都
庁
予
算
要
請

８
月
１０
～
１１
日
（
土
・
日
）

全
腎
協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
交
流
会
ｉ

ｎ
東
京
（
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
）

８
月
１３
～
１６
日
（
火
～
金
）

事
務
局
夏
季
休
業

８
月
２４
～
２５
日
（
土
・
日
）

全
腎
協
青
年
研
修
会（
大
森
東
急
イ
ン
）

８
月
２５
日
（
日
）

第
89
回
理
事
会
（
東
京
都
障
害
者
福
祉

会
館　

Ｃ
３
）

９
月
７
～
８
（
土
・
日
）

全
腎
協
第
１
０
６
回
理
事
会
（
神
戸
）

９
月
２２
日
（
日
）

第
90
回
理
事
会
（
東
京
都
障
害
者
福
祉

会
館　

Ｃ
３
）

１０
月
６
日
（
日
）

第
33
回
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
（
上
野
恩
賜
公
園
）

１０
月
１９
～
２０
（
土
・
日
）

全
腎
協
第
52
回
総
会
（
場
所
未
定
）

１０
月
２７
日
（
日
）

第
91
回
理
事
会
（
場
所
未
定
）

１１
月
９
～
１０
日
（
土
・
日
）

全
腎
協
通
院
介
護
研
修
会（
場
所
未
定
）

１１
月
１６
～
１７
（
土
・
日
）

全
腎
協
第
１
０
７
回
理
事
会
（
東
京
）

１１
月
２４
日
（
日
）

第
92
回
理
事
会
（
場
所
未
定
）

１２
月
７
～
８
日
（
土
・
日
）

全
腎
協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
ｉ
ｎ
埼
玉

１２
月
２２
日
（
日
）

第
93
回
理
事
会
（
場
所
未
定
）

１２
月
２８
日
～
１
月
５
日
ま
で

冬
期
休
業
（
年
末
、
年
始
休
業
）

２
０
１
４
年

１
月
６
日
（
月
）

仕
事
始
め

１
月
１１
～
１２
日
（
土
・
日
）

全
腎
協
第
１
０
８
回
理
事
会
（
神
戸
）

１
月
２６
日
（
日
）

第
9４
回
理
事
会
（
場
所
未
定
）

２
月
１５
～
１６
日
（
土
・
日
）

全
腎
協
第
１
０
９
回
理
事
会
（
東
京
）

２
月
２３
日
（
日
）

第
95
回
理
事
会
（
場
所
未
定
）

３
月
９
日
（
日
）

第
25
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い

（
場
所
未
定
）

３
月
１３
日
（
木
）

世
界
腎
臓
デ
ー

３
月
１５
～
１６
（
土
・
日
）

全
腎
協
第
53
回
総
会
（
場
所
未
定
）

睡　

蓮

加
藤　

茂

睡
蓮
は
好
き
な
花
の
ひ
と
つ
で
す
。

夏
が
来
る
と
、
な
ぜ
か
睡
蓮
の
花
が
恋

し
く
な
り
ま
す
。

水
辺
に
ち
ょ
こ
ん
と
茎
を
出
し
て
咲

い
て
い
る
睡
蓮
の
花
。
ハ
ス
の
よ
う
に

堂
々
と
茎
を
天
に
向
か
っ
て
伸
ば
し
、

優
雅
に
咲
い
て
い
る
姿
と
は
対
照
的
に

ち
ょ
っ
と
だ
け
水
か
ら
顔
を
出
し
て
咲

い
て
い
る
姿
が
な
ん
と
も
好
ま
し
く
感

じ
る
の
で
す
。
そ
し
て
暑
い
最
中
、
見

て
い
る
だ
け
で
涼
し
さ
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
だ
か
ら
睡
蓮
の
花
が
恋
し
く
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

よ
く
出
か
け
る
近
く
の
区
立
植
物
園
、

神
代
植
物
公
園
、
国
営
昭
和
記
念
公
園

な
ど
で
咲
い
て
い
る
時
に
は
し
ば
ら
く

眺
め
て
い
ま
す
。

水
面
の
睡
蓮
の
葉
を
揺
ら
す
の
は
、

鯉
や
亀
。
鯉
は
人
が
い
る
と
必
ず
寄
っ

て
き
ま
す
。
誰
か
え
さ
を
投
げ
る
と
、

び
し
ゃ
び
し
ゃ
と
い
っ
せ
い
に
何
匹
も

寄
っ
て
き
て
え
さ
の
取
り
合
い
に
な
り

ま
す
。
亀
は
、
え
さ
の
お
こ
ぼ
れ
が
あ

る
の
を
待
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
周
り

に
い
ま
す
。
こ
れ
は
神
代
植
物
公
園
で

よ
く
見
か
け
る
光
景
で
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
東
京
腎
臓
病

協
議
会
賛
助
会
員
入
会
の
お
願
い

１
９
７
２
年
（
昭
和
４７
年
）
１１
月
１９

日
、
東
京
都
腎
臓
病
協
議
会
（
現
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議

会
）
を
結
成
し
ま
し
た
。
結
成
か
ら
３７

年
を
経
過
し
、
透
析
医
療
も
格
段
に
進

歩
し
、
４０
年
を
迎
え
て
い
る
透
析
患
者

さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
社
会
保
障
制
度
、
医
療

費
制
度
の
削
減
が
社
会
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
莫
大
な
費
用
を
要
す
る
透
析
医

療
も
安
心
し
て
は
い
ら
れ
な
い
状
況
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
医
療
機
関
、
各
企
業
、

患
者
団
体
と
結
束
し
て
活
動
す
る
こ
と

が
大
変
重
要
と
考
え
ま
す
。

私
ど
も
の
「
命
と
暮
ら
し
」
を
守
る

活
動
に
賛
同
い
た
だ
け
れ
ば
是
非
、
賛

助
会
員
と
し
て
団
体
の
活
動
を
支
え
て

い
た
だ
き
た
く
心
よ
り
お
願
い
致
し
ま

す
。

記

賛
助
会
員
会
費
：
個
人
年
額
５
、
０
０

０
円
、
団
体
年
額　

１
口
１
０
、
０
０

０
円
／
１
口
以
上

※
年
１
回
名
刺
広
告
を
機
関
誌
「
東
腎

協
」に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す（
但

し
、
継
続
で
も
初
年
度
１
回
の
み
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

表
紙
の
言
葉
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会す
な
が
わ
相
互
診
療
所
患
者
会
い
ず
み

東
久
留
米
ク
リ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ

板
中
腎
友
会

吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友
会

小
池
内
科
患
者
会
小
池
会

豊
生
会

聖
蹟
さ
く
ら
会

立
川
北
口
駅
前
腎
友
会

大
田
病
院
腎
友
会

小
笠
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会

国
分
寺
南
口
ク
リ
ニ
ッ
ク
親
光
会

昭
島
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
会

勝
和
な
ご
み
会

に
こ
た
ま
会

桑
の
実
会

代
々
木
病
院
腎
友
会

長
久
保
病
院
腎
友
会

み
ん
な
の
会

中
野
共
立
病
院
絆
の
会

府
中
け
や
き
会

【
個
人
】

風
間　

尚
子
さ
ん

石
川　

美
智
子
さ
ん

オ
カ
ベ　

ヒ
ロ
シ
さ
ん

大
野　

紀
子
さ
ん

髙
橋　

誠
一
さ
ん

鈴
木　

弘
さ
ん

杉
本　

美
保
さ
ん

石
山　

久
美
子
さ
ん

松
浦　

秀
一
さ
ん

～
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

（
７
月
１０
日
現
在
ま
で
分
、
順
不
同
）

４０
周
年
記
念
誌
３５
年
～
３９
年

透
析
会
員
の
お
名
前
掲
載
漏

れ
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

●
３５
～
３９
年
透
析
会
員
の
お
名
前

・
江
波　

昭
宣

Ｓ
５０
年
６
月
１０
日
導
入
（
３８
年
）

謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

会
費
納
入
の
お
願
い

す
で
に
会
費
納
入
い
た
だ
い
て
い
る

患
者
会
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
６
月
２３
日

（
日
）
に
総
会
が
無
事
に
終
了
し
、
す

べ
て
の
議
案
が
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

今
年
度
の
活
動
が
開
始
し
ま
し
た
の

で
各
患
者
会
、
個
人
会
員
の
皆
様
に
会

費
納
入
の
お
願
い
を
発
送
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
お
手
数
を
か
け
ま
す
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

投
稿
の
お
願
い

編
集
委
員
会
で
は
会
員
の
皆
様
か
ら

の
投
稿
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
な
か
ま
の
た
よ
り
」
に
投
稿
の
方
、

内
容
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
何
で
も
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
会
員
さ
ん
訪
問
で
出
て
み
た
い

方
、
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
東

腎
協
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

併
せ
て
「
わ
た
し
た
ち
の
患
者
会
」
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼

○
扶
桑
薬
品
工
業
（
株
）

東
京
第
一
支
店
様

●
毎
月
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ご
支
援
に
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。�

（
６
月
～
７
月
）

○
豊
生
会
様

●
ご
寄
付
感
謝
致
し
ま
す
。

青
い
鳥
葉
書
（
切
手
）�

�

ご
寄
付
一
覧

葉
書
・
切
手
等
は
沢
山
使
用
し
ま
す

の
で
い
つ
で
も
ご
寄
付
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

【
患
者
会
】

く
に
た
ち
桜
会

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
（
船
堀
）

瑞
江
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

親
水
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会

桃
井
診
療
所
腎
友
会

西
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
の
会

望
星
田
無
友
の
会

い
ち
ょ
う
会
（
旧
あ
け
ぼ
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
友
の
会
）

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
患
者
友
の

事
務
局
か
ら

Ｎｏｎ　Ｐｒｏｆｉｔ　Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ
の略で、直訳すると「非営利
特定組織」となります。利益
を得て配当することを目的と
する組織である企業に対し、
ＮＰＯは社会的な使命を達成
することを目的とした組織で
す。「医療・福祉・環境・文
化・芸術・スポーツ・まちづ
くり・国際協力・交流・人権
・平和など、あらゆる分野の
市民活動団体の民間非営利組
織で、民間の立場で活動する
ものであれば、法人格の有無
や種類を問わない」と定めて
います。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
っ
て
何
？
―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は
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し
た
編
集
内
容
を
心
が
け
て
い
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

今
ま
で
機
関
誌
「
東
腎
協
」
で
は
大

変
お
話
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
至
ら
な

い
と
こ
ろ
も
多
々
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
持
ち
ま

し
て
こ
れ
ま
で
、
定
期
発
行
を
し
て
こ

ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
致
し
ま
す
。

今
後
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
の
要
で
あ
る

事
務
局
長
の
職
務
を
全
う
す
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。�

（
岸
里
）

今
号
は
第
８
回
総
会
の
特
集
で
す
。

総
会
で
は
藤
田
新
会
長
の
も
と
、
副
会

長
４
名
、
理
事
１９
名
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

５
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
透

析
患
者
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、
必
ず
し
も

明
る
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
機
関

紙
「
東
腎
協
」
の
役
割
を
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
次
号
特
集
で
は
、
新
三
役
の

皆
さ
ん
の
「
座
談
会
」
を
企
画
し
て
お

り
ま
す
。
東
腎
協
の
「
中
、
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
」
策
定
の
一
助
に
な
れ
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。�

（
板
橋
）

事
務
局
長
退
任
の
ご
挨
拶

平
成
１６
年
に
事
務
局
に
入
局
し
、
会

員
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
皆
様

に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
後
任
の
岸

里
悟
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。�
（
小
関　

盛
通
）

編
集
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
年
度
役
員
体
制
編
成
に
伴
い
、
今

ま
で
編
集
委
員
会
委
員
長
を
務
め
て
い

た
岸
里
が
事
務
局
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
編
集
委
員
会
兼
務
が
難
し

い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
板
橋
委
員
が
委
員
長
に
昇
格

し
ま
し
た
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
ご
報

告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。�

（
岸
里
）

板
橋
新
編
集
委
員
会
・
委
員
長
（
日
野

ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
）

こ
の
た
び
、
岸
里
編
集
委
員
長
の
事

務
局
長
就
任
に
伴
い
、
編
集
委
員
長
に

就
任
し
ま
し
た
板
橋
で
す
。

約
４０
年
間
印
刷
・
出
版
業
界
に
か
か

わ
っ
て
参
り
ま
し
た
の
で
、
少
し
は
お

手
伝
い
出
来
る
か
と
気
持
ち
を
新
た
に

し
て
お
り
ま
す
。
第
８
回
総
会
で
も
、

正
会
員
さ
ん
か
ら
機
関
誌
の
果
た
す
役

割
に
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

読
者
の
目
線
で
、
読
み
や
す
く
、
充
実

　☎　 ０ １ ２ ０ ― ０ ８ ８ ― ３ 9 ３
または ０ ３ ― ５ ３ 9 ５ ― ２ ６ ３ １
◎事前に電話で下記日時をご予約下さい。（予約制）
◎予約受付時間：月～金（土日休日）

午前１０時～午後 ６時
生活・福祉　午後 ３時～ ７時（一回の相談３０分）
担当：医療ソーシャルワーカー
療養生活の不安や疑問、医療費などの経済的な相
談等、患者・家族の皆さん、気持ちをため込まず
にまずはお電話ください
（相談日） ７月１２日（金）・２５日（木）

８月 ８日（木）・３０日（金）
９月１２日（木）・２７日（金）
１０月１０日（木）・２５日（金）

栄養・食事　午後 ２時～ ４時１５分（一回の相談２０分）
担当：栄養管理士
環境の変化で体調がすぐれない、食欲がないとい
う方、食事の摂り方などポイントをお伝えします。
（相談日） ７月 ４日（木）・１９日（金）

８月 １日（木）・１６日（金）
９月 ５日（木）・２０日（金）
１０月 ３ 日（木）・１８日（金）

こころの相談　午後 ３時～ ７時（一回の相談３０分）
担当・認定心理士
腎臓病を抱えている方やそのご家族の方々のお話
を、同じ透析患者でありかつ専門的心理ケア知識
を持った担当者が伺います。
（相談日） ７月１８日（木）・ ８月１５日（木）

９月１９日（木）・１０月１７日（木）
（社）全国腎臓病協議会
＊当会では個人情報保護法に準拠し相談業務を行
っています。

腎
臓
病
患
者
の
た
め
の
全
腎
協
で
ん
わ
相
談
の
ご
案
内（
無
料
）



こ
の
た
び
、
第
８
回
総
会
で
新
し
く

会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
藤
田
で
す
。

東
腎
協
理
事
と
し
て
の
経
験
は
浅
く
、

こ
れ
か
ら
皆
様
方
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
な
が
ら
、
全
力
を
尽
く
し
て
頑
張

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

当
協
議
会
は
４０
年
余
の
歴
史
と
、
先

輩
諸
兄
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
尽
力
の
お
陰
で
、

社
会
的
知
名
度
も
確
立
し
、
組
織
と
し

て
の
完
成
度
も
相
当
高
い
状
況
下
で
、

今
直
ち
に
大
き
な
改
革
が
必
要
か
ど
う

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
少
子
高
齢
化

の
環
境
変
化
は
確
実
に
進
ん
で
お
り
ま

す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
皆
様
に
ご
相
談
を

し
な
が
ら
、
対
応
し
て
い
く
つ
も
り
で

す
。す

で
に
今
年
度
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

事
業
計
画
や
予
算
も
承
認
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
私
の
組

織
運
営
に
つ
い
て
の
心
構
え
と
、
個
別

の
課
題
に
つ
い
て
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
ず
第
一
は
「
現
場
主
義
」
で
あ
り

ま
す
。
組
織
に
問
題
が
発
生
す
る
時
は

先
ず
現
場
（
患
者
会
）
に
そ
の
兆
候
が

現
れ
ま
す
。
従
っ
て
私
は
、
現
場
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
、

現
場
の
ニ
ー
ズ
に
添
う
施
策
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
的
公

益
の
追
及
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
は
大

切
で
あ
り
ま
す
が
、
先
ず
私
達
の
活
動

の
原
点
は
、
相
互
扶
助
や
共
済
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

第
二
に
、
理
事
会
運
営
で
は
「
結
果

の
評
価
を
問
う
」
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

組
織
の
活
動
は
、
計
画
―
実
行
―
評
価

の
サ
イ
ク
ル
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、

当
協
議
会
で
は
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
や
や

弱
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
自
己

評
価
は
、
組
織
を
鍛
え
る
最
良
の
手
段

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
現
在
東
腎
協
が
抱
え
る
課
題

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
最
初
は「
事
務
局
機
能
の
強
化
」

で
あ
り
ま
す
。
先
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
も
、会
員
か
ら
は
東
腎
協
活
動
は「
企

画
が
マ
ン
ネ
リ
」「
物
足
ら
な
い
」
な

ど
の
指
摘
を
受
け
て
い
ま
す
。

企
画
力
や
実
行
力
の
向
上
に
は
事
務

局
機
能
の
強
化
が
欠
か
せ
ず
、
対
外
活

動
で
も
「
組
織
の
顔
」
と
し
て
重
要
で

す
。
対
策
と
し
て
事
務
プ
ロ
セ
ス
の
見

直
し
、
多
能
化
推
進
、
５
Ｓ
（
整
理
、

整
頓
な
ど
見
え
る
活
動
）
な
ど
の
効
率

化
と
共
に
、
費
用
対
効
果
も
充
分
に
踏

ま
え
増
員
も
検
討
い
た
し
ま
す
。

次
は
組
織
の
拡
大
（
会
員
増
強
）
で

す
が
、
永
年
の
原
因
分
析
や
行
動
計
画

策
定
に
も
拘
わ
ら
ず
目
立
っ
た
成
果
が

な
い
現
状
で
す
。

こ
の
課
題
の
解
決
に
は
、
過
去
指
摘

さ
れ
た
中
で
も
、
特
に
「
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
変
化
」
と
「
人
材
育
成
」
へ
の
対
応

が
不
徹
底
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。「
何

時
で
も
、何
処
で
も
、誰
で
も
透
析
を
」

の
時
代
か
ら
、
患
者
の
関
心
が
高
齢
化

に
伴
う「
長
期
透
析
の
合
併
症
」や「
生

き
が
い
の
追
及
」
に
変
わ
っ
た
現
在
で

患
者
会
の
活
動
を
重
視
し
、
透
析
環
境
の

変
化
に
立
ち
向
か
い
ま
し
ょ
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会
会
長　

藤
田 

吉
彦

は
、「
囲
い
込
み
」
型
、
つ
ま
り
、
既

存
の
患
者
会
を
重
視
し
、
周
辺
で
の
身

近
な
新
規
活
動
へ
と
変
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
「
人
材
育
成
」
も
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
い
く
ら
戦
略
、
企
画
が
立

派
で
も
、
そ
れ
を
最
後
ま
で
責
任
を
持

っ
て
や
り
と
げ
る
「
人
材
」
な
し
に
事

を
成
就
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今

ま
で
、
会
員
増
強
の
成
果
が
乏
し
か
っ

た
の
も
実
行
力
＝
人
材
の
不
足
が
原
因

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
「
人

材
育
成
」
を
丁
寧
に
き
ち
ん
と
や
る
こ

と
が
、
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
結
局
は

組
織
拡
大
へ
の
近
道
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
久
々
に
５
名
の
新
任
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
先
に
申
し
ま
し
た
通
り
、
い
か
な

る
場
合
に
も
最
後
は
「
人
材
」
が
決
め

手
で
あ
り
ま
す
の
で
、
追
い
風
の
中
で

の
ス
タ
ー
ト
に
な
る
と
大
変
心
強
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
患
者
会
の
活
性
化
や
人
材

発
掘
に
は
、
い
ず
れ
も
会
員
の
皆
様
の

お
力
が
頼
り
で
す
。
今
後
、
財
政
悪
化

や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
医
療
行
政
の
変
化
等
、
い

ろ
い
ろ
な
試
練
が
待
ち
受
け
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
東
腎
協
の
さ
ら
な
る
発

展
の
た
め
、
是
非
と
も
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
会
長
挨
拶



低カリウムプレミアムレタス 世界で初めて
量産化に成功した
ドクターベジタブル

ドクターベジタブルは、美味しさや栄養素を損なうことなく、
カリウム含有量だけを80％以上カット。

「食べられない」を「食べられる」に変え、笑顔の食卓づくりをお手伝いいたします。

甘くてシャキッとした
食感をお楽しみ下さい！

カリウム制限をしている方にとって、カ
リウムを多く含む生野菜や果物は食べる
ことを厳しく制限されています。しかし
このレタスは従来商品に比べてカリウム
含有量が80％以上カットされているの
で、水にさらしたり、にこぼすことなく使
うことができます。また、エグ味も少なく
て美味しいと評判です。

医療法人社団博仁会 宮地医院 
管理栄養士 樋川千子さん

こちらの店舗で
お買い求めいただけます。

130700_ 東腎協 _170×250【6/28 入稿】

専門家
からの
評価
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㎎/100g

490㎎

一般的なリーフレタス
※五訂増補日本食品標準成分表より

ドクターベジタブルレタス
※江東微生物研究所食品分析センター検査結果

54㎎

カリウム含有量比較
通常の

リーフレタスに比べて
カリウム含有量を

80％以上
カット！

低カリウムメロン
（近日市場投入予定）

低カリウムいちご
（研究開発中）

低カリウムトマト
（研究開発中）

お問い
合わせは

会津富士加工株式会社 ☎0242-23-1004
の詳しい情報は、http://drvegetable.jp ドクターベジタブル 検索

三越日本橋本店地下1階「室町 万弥」
三越恵比寿店地下2階「万弥」
京王百貨店新宿店地下1階「定松」
東武百貨店池袋店プラザ館地下2階「定松」
新宿髙島屋地下1階「サン・フレッシュ」
小田急百貨店新宿店地下2階「九州屋」
小田急百貨店町田店地下1階「九州屋」
二子玉川ライズ・ショッピングセンター地下1階「九州屋」
渋谷ヒカリエShinQs店地下3階「九州屋」
松坂屋上野店南館地下1階「九州屋」
横浜髙島屋地下2階「サン・フレッシュ」
小田急百貨店藤沢店地下1階「九州屋」

ラインナップも
続々開発中！！
随時お客様に
ご提供させて
いただきます。
ご期待ください！

カリウム
含有量
80％以上
OFF

安心
安全の

農薬不使用
栽培

シャキ
シャキっと
鮮度
長持ち

特定非営利活動法人 東京腎臓病協議会
（NPO 東腎協）

〒170-0005 東京都豊島区南大塚2-40-11 富士大塚ビル2F　TEL03-3944-4048　FAX03-5940-9556
http://www.toujin.jp/　E-mail info@toujin.jp 
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